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THE LICENSING EXECUTIVES SOCIETY JAPAN

[2017年6月度関東月例研究会のご案内]

「ブランドデザインの実務と知的財産」
開催日：2017年6月21日（水曜日)
講　師：原 節子　 氏
（株式会社博報堂ブランド・イノベーション局コーポレートコンサルティング部　部長）
拝啓　時下会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
６月度の関東月例特別研究会では、株式会社博報堂ブランド・イノベーション局コーポレートコンサルティング部の部長でいらっしゃる原節子氏をお迎えし、「ブランドデザインの実務と知的財産」と題してご講演を賜ることとしました。

ブランドとは、企業や商品が持っている固有の「らしさ」です。そして、その「らしさ＝価値」を、あらゆる活動を通じて実体化していく活動がブランドデザインです。具体的にはブランド価値規定や、CI、ネーミング開発、商品開発、社員へのブランド浸透となります。知的財産の視点では、一つにはネーミングやマークの商標があり、また、今後は、要素技術やビジネスモデルのブランド化など、ブランド＝無形資産を経営資源として活用する流れが高まると思われます。
今回の関東月例研究会では、ブランド構築の基本的なプロセスと、ブランド戦略に関する最前線の議論などを解説して頂きます。
本講演は、知的財産権関係者は勿論のこと、ブランドデザインに携わる方々にも非常に有益な内容となっております。多数のご参加をお待ち申し上げます。また、月例会の終了後に講師を囲んで簡単な懇親会を開催いたしますので、是非、こちらへのご参加もお願いいたします。

敬具

講師略歴
慶應義塾大学卒業。三和銀行及び、三和総合研究所経営戦略部（マーケティング戦略構築、組織・人事戦略構築）を経て2000年博報堂入社。以来、運輸、自動車、金融、流通サービス、不動産、飲料、トイレタリーを中心とした企業のブランドコンサルティング業務に従事。グループおよび企業の統合ブランド戦略立案、CI・VI開発、ネーミング開発、ブランド体系構築、統合情報コミュニケーション、インナーブランディング、組織変革等に主に携わる。昨今は、社会への価値創出をマルチステークホルダーで取り組むソーシャルイノベーションプロジェクト等を推進。金沢工業大学客員教授、日本マーケティング協会　マーケティング・マイスターを務める。
＊本月例研究会は，日本弁理士会の継続研修としての認定を申請中です。本研修を受講し，所定の申請をすると，外部機関研修として選択科目２．５単位が認められる見込みです。
[関東月例研究会]
１．研究会
と　き：　２０１７年６月２１日（水） １４：００－１７：００
ところ：　飯田橋　東京理科大学「森戸記念館」第１フォーラム（Ｂ１Ｆ）
東京都新宿区神楽坂４－２－２
http://www.sut.ac.jp/info/access/kagcamp.html
講　師：　原 節子　氏
（株式会社博報堂ブランド・イノベーション局コーポレートコンサルティング部　部長）
司　会：  淺田 信二（特許業務法人後藤特許事務所　弁理士）
参加費：　協会会員 　　 ５,０００円　（同一組織のメンバーを含む）
継続会員 　 　２,０００円
一般　　　　１０,０００円
２．懇親会
と　き：　２０１７年６月２１日（水）　１７：１０－１８：００
ところ：　飯田橋　東京理科大学「理窓倶楽部」（PORTA　神楽坂６F）
http://tus-alumni.risoukai.tus.ac.jp/access/guide2
参加費：　１，５００円
３．［参加申し込み］
· 申込期限：６月１６日（金）
· LES-Japanウェブサイト　http://www.lesj.org/contents/japanese/02_1getsu.html　　　　　または、下記FAX用紙にて、本部事務局宛お申込み下さい。
-----------------------------------------------------------------------

日本ライセンス協会本部 　　担当：阿部利昭　行（ＦＡＸ：０３－３５９５－０４８５）
６月度関東月例研究会（６月２１日）に参加申し込みます。
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（注１）会員名簿に記載の所属団体名･役職･住所等に変更のない方は氏名のみで結構です。
（注２）継続会員とは、55歳を超えて勤務先を退職した後も個人で会員資格を継続し、特別の年会費（2万円）を適用されている正会員です（詳細は会員名簿の規則またはホームページをご参照ください。）。
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